タイトルページ

<原稿種類>
<表題>

<略表題>

<日本語著者名>

○○○○○1,*
<日本語所属名>
1○○○○○（〒###-#### ○○○○○○○○○○）
<責任著者の連絡先>

*連絡先 (Tel. ####-###-####, Fax. ####-###-####, E-mail: ###@########)
<英語表題>
○○○○○1,*

<英語著者名>
1○○○○○（○○○○○○○○○○）

<注記: 本文中略記など>
<日本語要旨：500字以内>
＜キーワード：5語以内＞
<Key words：5語以内>

<本文：「，」と「。」使用。
例→大見出し1. 2. 3……，中見出し1）2）3）……，小見出し（1）（2）（3）>

<謝辞>

<引用文献　本文中の出現順にリストを並べる。本文中引用番号は右肩に1) 2, 3) 4-6)とする。
雑誌→引用番号) 著者名: タイトル. 雑誌名, Vol, ??-?? (発行年).>

書籍→引用番号) 著者名: 書名. 監修または編集者名, 発行社, 発行地, ??-?? (発行年).
<図のタイトルと説明　

例　図1．○○○○○○○○○○○○←図のタイトル
○○○○○○○○○○○○○○○○。←図の説明>
<表：作製はエクセル等の計算ソフトでもかまいません。

縦罫はできるだけ使用しないでください。表中の3,000などの三桁コンマは不要です。

例　表1．○○○○○○○○○○○○←表のタイトル
	○○○○
	○○○○

（単位）
	○○

（単位）

	○○○○
	##
	##

	○○○○
	##
	##

	○○○○
	##
	##


○○○○○○○○○○○○。←表の説明　　>
<図：写真も図として扱います。図作成のソフトは問いませんが、入稿時に.JPG，.EPS，.PDFに変換できるようにしてください。図を片段80ミリに収める場合は幅135ミリで、図中の文字はゴシック体でヘルベチカの書体で10ポイントにするときれいに仕上がります。）

図1>
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